
２０２６年度新規 【名古屋会場】  

 

登録ＡＬＣ基幹技能者講習 修了試験 

問 題 
 

 

 

１． 試験時間：６０分 

２． 問 題 数：２５問（四者択一式：「最も不適当」なものを選ぶ） 

３． 注意事項 

(1) 試験開始の合図があるまで、この問題冊子はあけないでください。 

(2) 受講番号と氏名を解答用紙の所定の欄に正しく記入してください。記入がない場合や正しく

ない場合は不合格となることがあります。 

(3) 本冊子のページ数（問題記載ページ：１～８ ページ）と試験問題数（２５問）を確認してくださ

い。 

落丁、乱丁、印刷不鮮明な箇所などがあった場合には、黙って手を挙げてください。 

(4) 机の上に置くことができるものは、「受講票」、「黒の鉛筆又はシャープペンシル」、「消しゴ

ム」、「時計（携帯電話など、他の機能がないもの）」、「色鉛筆・マーカーなどの印を付けるた

めの筆記用具」です。 

(5) 電子式卓上計算機、携帯電話の計算機能、その他これと同等の機能を有するものは、使用で

きません。 

(6) 解答の方法は、次のとおりです。 

① 正解（最も不適当なもの）を選択肢１～４の中から１つだけ選び、黒の鉛筆又はシャープペ

ンシルで、解答用紙の解答欄に、その番号を記入してください。 

② 解答を訂正する場合は、消しゴムできれいに消した後、新しい番号を記入してください。 

(7) 試験中、質問などがあるときは、黙って手を挙げてください。ただし、試験問題の内容、漢字

の読み方などに関する質問にはお答えできません。 

(8) 試験開始３０分以降は、退室することができます。退室時は黙って手を挙げて試験監督者の

指示に従ってください。 

(9) 試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験監督者の指示に従ってください。 

(10) この問題冊子は、持ち帰ることができます。なお、全会場の問題は全ての講習が終了した後

に、正解と共にＡＬＣ協会のウェブサイトで一定期間公開します。 

(11) 試験開始の合図で始めます。 

 

 

一般社団法人 ＡＬＣ協会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題１ 登録基幹技能者の役割に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事現場において器用面でスピード感のある施工を確保する。 

２． 建設工事現場において品質面で質の高い施工を確保する。 

３． 建設工事現場においてコスト面で質の高い施工を確保する。 

４． 建設工事現場において施工管理面での生産性の向上を図る。 

 

 

 

問題２ 登録基幹技能者の確保・育成・活用に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 登録基幹技能者の確保・育成・活用を促進することにより、建設生産現場の生産性の向上を

図ることができる。 

２． 登録基幹技能者の確保・育成・活用を促進することにより、登録基幹技能者を雇用・育成す

る優良な専門工事業者の受注機会の拡大を図ることができる。 

３． 登録基幹技能者の確保・育成・活用を促進することにより、ドローンによる３次元データの収

集を図ることができる。 

４． 登録基幹技能者の確保・育成・活用を促進することにより、建設産業の担い手の確保・育成

を図ることができる。 

 

 

 

問題３ 建設技能者の職業能力基準やキャリアパスに関して、最も不適当なものはどれか。 

１． レベル１は、報告・連絡・相談等、施工上の伝達管理ができる。 

２． レベル２は、分担された作業を手順に基づいて実施できる。 

３． レベル３は、現場管理や施工技術について元請と協議し、作業手順を組み立てることができ

る。 

４． レベル４は、品質・原価・工程・安全・環境等、施工上の総合的な管理ができる。 

 

 

 

問題４ 登録基幹技能者の資質に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． デザイナーとしての能力を有する。 

２． 部下を指揮・指導することができる。 

３． 他業種との連絡・調整に努めることができる。 

４． 中核的役割を担うことができる。 
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問題５ 登録基幹技能者としての倫理・法令の遵守に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 他職種の技能者が、生コンクリートに加水しないように注意した。 

２． 他職種の技能者が、強風時に溶接作業を行っていたので、使い捨てカイロを提供した。 

３． 他職種の技能者が、足場の筋交いをはずさないように伝えた。 

４． 他職種の技能者が、手抜き工事であったことを報告した。 

 

 

 

問題６ 下に示すネットワーク工程表に関する次の記述に関して、最も不適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． この現場のクリティカルパスは、A→E→G→J→K である。 

２． Ｃ作業及びＥ作業が終了しなければ、Ｇ作業は開始できない。 

３． この工事全体は、最短１６日で終了する。 

４． H 作業のトータルフロート（TF）は２日、フリーフロート（FF）は３日である。 
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問題７ 工程計画において、労務量の平準化を行う目的で労務の配分を示した山積図に関して、 

最も不適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                山積図 

 

 

１． 工程の前半４日間は９人の作業員を必要とする。 

２． 工程の後半は５～６日目に５人に減少する。 

３． 工程の後半は７日目以降に２人に減少する。 

４． 作業 B→D→E はクリティカルパスを示しており、工期は５０日である。 

 

 

 

問題８ わが国の建設業における死亡災害事故の型別要因に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事全体では墜落が４４．０％と最も多く、次いで建設機械が１２．６％、自動車等が 

１１．０％、の順に多い。 

２． 土木工事では建設機械等が２１．６％、墜落が２７．０％、自動車等が１３．５％の順になってい

る。 

３． 建築工事では自動車等が５９．２％と圧倒的に多く、建設機械等が８．０％、墜落が７．５％で

ある。 

４． 設備工事では墜落が３５．６％、自動車等５．８％の２つが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 



問題９ 建設工事における ICT 技術の導入による生産性向上の内容に関して、最も不適当なものは

どれか。 

１． ICT 技術の全面的な活用 

２． 規格の標準化 

３． 施工時期の不均衡化 

４． 建設プロジェクトへの BIM の積極的な導入 

 

 

 

問題１０ 建設工事の特殊性と施工管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事は、受注生産で個々の工事は一つひとつ特徴があり異なったもので、製造業と同じ

く大量生産ができる。 

２． 建設工事は屋外の仕事が多く、降雨、出水、土質など天候・自然現象の不確定要素に左右

される。 

３． 建設工事は現地生産のため、現場での社会的制約を受けることとなり、安全や環境保全対

策を前提とした管理が重要となる。 

４． 建設工事は、目的物が土地の上に固着してつくられるので、現地で工事を行う必要がある。 

 

 

 

問題１１ 施工要領書に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 施工要領書は、工事開始後に予想されるさまざまな施工上の問題を、工事の進捗につれて

どのように対処すべきかを事前に検討する。 

２． 施工要領書は、設計図書に明示されていないもの、もしくは各種の事情により明示しにくいも

のがある場合、現場条件を考慮して、入職後間もない技能者が作成する。 

３． 施工要領書は、特に経済性と品質の維持向上に重点を置き、現場環境、設備内容、工程な

どのさまざまな条件を考慮し、適切な施工方法を選定する。 

４． 施工要領書は、関係作業員全員参加のもとで説明し、周知する。 

 

 

 

問題１２ 会社経営と工事現場の原価管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 請負契約前に請負条件が不明確な場合、不明な点はそのままにして見積原価の管理を行

う。 

２． 限られた時間の中で行う見積書の作成では、施工計画の詳細までは検討が難しく、過去の

実績などの活用や単価調査などにより見積原価の精度を上げる。 

３． 契約後に現場条件に合わせた施工計画の詳細を検討し、「実行予算の作成」を行う。 

４． 作成した実行予算を枠組みとして発注し、資機材や労務を管理し、予算内に収めるように「予

算実績管理」をする。 
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問題１３ 専門工事業者の原価管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設業界においては、技能労働者の社会保険加入率が低いことが大きな問題となっており、

技能労働者の処遇改善のため、国を挙げて社会保険の未加入対策が進められている。 

２． 国土交通省では、各専門工事業団体に対して、法定福利費の内訳を明示した見積書の作

成を働きかけている。 

３． 国土交通省は、「元請負人及び下請負人は見積時から法定福利費を必要経費として適正に

確保することが必要」として、不当に高い請負代金になるように指導している。 

４． 見積書で内訳明示が求められている法定福利費の対象は、健康保険料、厚生年金保険料、

雇用保険料のうち技能労働者の事業主負担分である。 

 

 

 

問題１４ 高い品質に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建築物は、多くの専門工事業者が分担して施工しており、品質は検査でつくり込むことができ

る。 

２． 最終的な品質の高さは、品質の高い工程を積み上げることで実現する。 

３． 前工程に不具合があれば、後工程でも不具合が発生するので、「後工程はお客様」という考

え方を浸透させる。 

４． 発注者を始めとして、建設コンサルタント、設計・監理者、総合工事業者、専門工事業者、材

料供給業者間で品質の考え方の共有が必要である。 

 

 

 

問題１５ 品質管理ＱＣ（Quality Control）に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 部材の強度・寸法などのばらつきを、設計段階から一貫して顧客や社会の要求条件を満た

すようにコントロールするプロセスを品質管理と呼ぶ。 

２． 品質管理とは、「経済性を無視して、買い手の要求に合った品質の物又はサービスを作り出

す」こと、と定義されている。 

３． 「経済的につくり出す」ためのカギは、品質のばらつきがランダムに発生する（一様分布）ので

はなく、正規分布にしたがう特性に着目することである。 

４． 建設現場において統計的・客観的・分析的な視点からＱＣ７つ道具を活用して、効率的にＱ

Ｃ活動を行うことができる。 
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問題１６ ＱＣ７つ道具に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 散布図 

 
 

２． チェックシート 

 
 

３． ヒストグラム 

 
 

４． 管理図 
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問題１７ 建設業法令遵守ガイドラインに関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設業の担い手を確保するために、処遇改善などを通じて建設業への若年層の入職者を促

進することが必要であり、政府一体となって元請下請間の取引適正化に取り組んでいる。 

２． 赤伝処理による一方的な差し引きなど、下請負人へのしわ寄せによって技能労働者への適

正な賃金水準が確保できず、建設業が持続的な発展を遂げる阻害要因となっている。 

３． 「建設業法令遵守ガイドライン」は、元請下請間の関係に関してどのような行為が建設業法に

違反するかを具体的に示しており、法律については発注者と元請がそれぞれ十分理解する

ことで解決する。 

４． 「建設業法令遵守ガイドライン」は、元請負人と下請負人との対等な関係の構築及び公正か

つ透明な取引の実現を図ることを目的としている。 

 

 

 

問題１８ ALC パネル工事に関する用語とその説明に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 意匠パネル：パネルの表面に模様または傾斜の意匠加工を施したもの。 

２． パネル有効厚さ：意匠パネルの平均の厚さ。 

３． 設計荷重：パネルおよび取付け構法に要求される荷重。 

４． かかり代：パネル短辺が下地に接する部分のパネル長辺方向の長さ。 

 

 

 

問題１９ ALC パネルに要求される性能項目に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 遮音性能は、空気音の遮音性能と衝撃音の遮音性能がある。 

２． 断熱性能は、所定の式を用いて算出する熱貫流率によって評価する。 

３． 水密性能が要求される部位は、外壁、間仕切壁及び屋根である。 

４． ALC パネル工事における環境負荷低減性能としては、現場加工による端材を適切に処理す

ることと、環境負荷の少ない方法で解体・処理することがある。 

 

 

 

問題２０ 横壁アンカー構法が適用される建築物として、最も不適当なものはどれか。 

１． 鉄骨造 

２． コンクリートブロック造 

３． 鉄筋コンクリート造 

４． 鉄骨鉄筋コンクリート造 

 

 

 

問題２１ 間仕切壁用 ALC パネルの厚さごとの最大長さとして、最も不適当なものはどれか。 

１． 厚さ７５mm、８０mm ：最大長さ４,０００mm 

２． 厚さ１００mm ：最大長さ５,０００mm 

３． 厚さ１２０mm、１２５mm ：最大長さ６,０００mm 

４． 厚さ１５０mm ：最大長さ７,０００mm 
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問題２２ 敷設筋（ふせつきん）構法における屋根用 ALC パネルの取付けに関して、最も不適当な

ものはどれか。 

１． ALC パネル端部のかかり代を、主要支点間距離の１/７５以上、かつ４０mm 以上とした。 

２． ALC パネルを支持する小梁やかさ上げ鋼材の幅を１００mm 未満とした。 

３． 開口部を設ける場合は、ALC パネルを有効に支持するための受け梁を適切に設置した。 

４． ALC パネルを切り欠いた柱まわりなどで、下地鋼材を設けた。 

 

 

 

問題２３ ALC パネル工事の施工図に関する説明として、最も不適当なものはどれか。 

１． 施工図は、専門工事業者の協力を得て設計者が作成する。 

２． 施工図は、一般に ALC パネルの割り付け図と取付け詳細図などで構成されている。 

３． 外壁用および間仕切壁用の ALC パネルの割り付け図には、一般に平面図と立面図がある。 

４． 詳細図には、下地と ALC パネルの取合いやその取付け方法の他、特殊な部分もできるだけ

表示する。 

 

 

 

問題２４ 外壁用 ALC パネルの下地鋼材の施工に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 縦壁ロッキング構法において、定規アングルを梁に直接取り付ける際の、溶接の間隔は９００

mm 以下である。 

２． 横壁アンカー構法において、定規アングルを柱に取り付ける際の、取付け位置調整用ピース

アングルの設置間隔は９００mm 以下である。 

３． 縦壁ロッキング構法において、定規アングルを梁に直接取り付ける際の溶接は、下向き溶接

時の一辺の長さは５０mm 以上、上向き溶接時の一辺の長さは３０mm 以上である。 

４． 横壁アンカー構法において、定規アングルを取付け位置調整用ピースアングルに取り付ける

際の溶接は、一辺の長さ５０mm 以上である。 

 

 

 

問題２５ ALC パネル工事に関して、設計者が必ず内容を定めなければならない特記事項として、

最も不適当なものはどれか。 

１． 耐火性能 

２． 取付け構法の種類 

３． ALC パネルの厚さ 

４． 溶接棒の種類 
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